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　昭和61年４月26日（36歳）
　ながいも120ａ、キャベツ100ａ、米1,000
ａを栽培し、家族４名で運営している。青年部
協議会などに所属している下浅祐輔さんにイン
タビューしました。

東北町　外蛯沢地区

下
しもあ さ

浅 祐
ゆう す け

輔さん

●
就
農
ま
で
の
経
緯

●
農
業
に
対
し
て
の
思
い

●
今
後
の
目
標

家族でキャベツを収穫する様子

活き活き
発信
今月の表紙



９/４

９/２

９/５

女性部とうほく支部　食材の提供

年金友の会親睦旅行実施

神田潤一衆議院議員　大雨被害状況の確認

SDGs



９/15

９/８

９/15

六ヶ所高校職場体験

若葉小学校・馬門小学校　施設・圃場見学

スマートアグリビジョン in 六ヶ所開催



９/24 野菜販売会実施

９/16

９/15

全国に通用する和牛生産を目指して

ごぼう目揃い会開催



農協からのお知らせ

職 員 の 人 事 異 動 に つ い て
・退　職

・異　動

・新採用

９/26 令和４年産米「まっしぐら」　初検査　全量１等

２．公益社団法人 米穀安定供給確保支援機構による米取引関係者の判断に関する調査結果（令和４年８月）

１．令和３年産米の令和４年７月相対取引価格・数量（８月農政局発表・速報）

令和４年 10月米穀情報
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第
４
期
総
代
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
第
５
期
総
代
選
挙
を
実
施
。
無
投
票

に
よ
り
５
０
０
人
が
当
選
し
た
。
第
５
期
総
代
は
令
和
４
年
９
月
20
日
か
ら

令
和
７
年
９
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
、
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
う
。

　

総
代
名
簿
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）

旧
と
う
ほ
く
天
間

総

代

決

定

総

代

決

定

農協からのお知らせ
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高
田　

光
雄
、
村
山　

久
雄
、
原
田　

憲
人
、
野
坂　

長
太
郎
、

野
坂　

隆
則
、
杉
山　

福
行
、
田
中　

力

雄
、
木
村　

勇
蔵
、
古
林　

勝
義
、
古
林　

睦
弘
、
遠
藤　

邦
男
、
垣
堺　

一
博
、
高

松　

誠
、
横
川　

す
み
、
田
村　

敬
一
、

二
ツ
森　

一
彦
、
魚
住　

武
樹
、
高
山　

和
則
、
村
山　

藤
男
、
村
山　

茂
、
木
戸　

忠
勝
、
越
野　

和
彦
、
古
沢　

高
明
、
沼

山　

光
好
、
藤
谷　

義
一
、
福
士　

重

光
、
毛
利　

宏
孝
、
木
村　

徳
美

●
東
北
町
地
区

清
水
目　

一
清
、
清
水
目　

一
、
清
水
目　

健
一
、
沢
田　

聡
、
沢
田　

政
弘
、
澤
田　

隆
、
大
丸　

晴
美
、
洞
内　

一
、
蛯
名　

一
雄
、
洞
内　

清

●
東
北
町
地
区

沼
山　

龍
一
、
向
井　

均
、
山
口　

正

雄
、
成
田　

正
義
、
畠
山　

常
彦
、
本
間　

健
一
、
鳴
海　

進
、
野
田
頭　

弘
、
立
崎　

正
美
、
小
野
寺　

正
八
、
村
居　

義
広
、

村
居　

修
一
、
冨
田　

正
信
、
吹
越　

光

一●
六
ヶ
所
、
野
辺
地
、
横
浜
町
、
平
内

町
、
青
森
市
、
そ
の
他
地
区

五
十
嵐　

誠
一
、
阿
部　

亨
、
伊
藤　

牧

彦
、
山
口　

秀
一
、
斉
藤　

和
幸
、
岡
部　

和
幸
、
小
松　

勝
、
成
澤　

真
紀
夫
、

佐
々
木　

孝
佳
、
佐
々
木　

登
、
佐
藤　

輝
美
、
木
村　

博
、
菊
池　

勝
、
佐
々
木　

清
孝
、
佐
々
木　

嚴
、
木
立　

丞
、
菊
池　

弘
樹
、
加
藤　

昌
寛
、
山
本　

洋
一

木
村　

晃
、
蛯
名　

伸
一
、
沢
田　

裕

行
、
橋
本　

権
太
、
松
本　

敏

旧
野
辺
地
町

旧
倉
内
地
区
酪
農

旧
ら
く
の
う
青
森
・

　
　
　
　

旧
斗
南
丘
酪
農

農協からのお知らせ



農協からのお知らせ



日　　時 令和４年10月29日（土）・30日（日） 　両日とも8:30～12:00

場　　所

主な内容

注意事項

問合せ先 TEL 

テーマ  「 営農魂 ～届けよう地域のために～ 」

第43回  営大祭  開催のお知らせ

令和４年度 「秋の新そばまつり」の開催について
■概　　要

■開催期間

■新そばまつり協力店（６店）（９月26日現在）
Cafe

■問い合わせ先
TEL この「のぼり」が目印です！

農協からのお知らせ



クロスワードクロスワード
パズルパズル

クロスワードクロスワード
パズルパズル

①
忘
れ
な
い
よ
う
に
取
り
ま
す

③
と
ん
ぶ
り
は
、
こ
の
植
物
の
実
を
加
工
し

た
も
の
で
す

⑦
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
は
―
―
帝
国
の
遺
跡
で
す

⑨
「
も
し
も
し
」
と
出
ま
す

⑩
枯
れ
山
水
の
庭
に
は
作
り
ま
せ
ん

⑫
壱
が
一
、
弐
が
二
な
ら
、
陸
は

⑬
王
貞
治
選
手
は
１
、
長
嶋
茂
雄
選
手
は
３

で
し
た

⑮
恋
よ
り
も
深
い
も
の
な
の
か
も

⑯
桃
太
郎
の
家
来
の
一
員

⑱
モ
ミ
ジ
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑳
不
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん

㉒
今
年
収
穫
し
た
米
の
こ
と

㉓
ト
ラ
ク
タ
ー
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

クロスワード
パズル

頭の体操

二重マスの文字を並べてできる言葉は

なんでしょう？

①
11
月
３
日
は
文
化
の
日
。
―
―
天
皇
の
誕

生
日
で
も
あ
り
ま
す

②
浅
草
寺
の
表
参
道
入
り
口
に
立
つ
雷
―
―

④
カ
ッ
プ
ル
が
組
む
こ
と
も

⑤
11
月
23
日
は
―
―
感
謝
の
日
。
国
民
の
祝

日
で
す

⑥
不
審
に
思
う
気
持
ち
。
―
―
の
念
を
抱
く

⑧
牛
や
馬
に
与
え
る
餌
の
こ
と

⑪
眼
科
で
視
力
―
―
を
受
け
た

⑬
マ
ラ
ソ
ン
選
手
に
沿
道
か
ら
飛
ぶ
こ
と
も

⑭
ク
ラ
ブ
を
持
っ
て
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す

⑮
兵
庫
県
の
―
―
市
は
子
午
線
の
ま
ち
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す

⑰
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
あ
る
巨
大
な
石
像

⑲
根
拠
の
な
い
う
わ
さ
話

㉑
木
々
が
空
中
に
伸
ば
す
も
の

応募方法

＊ＦＡＸ番号　０１７５－７２－１４２４
《締　切　り》令和４年10月26日（水）
　　　　 　　   ＊当日消印有効



得する！

役だつ！
得する！

役だつ！ 今 月 の 新 刊

今日からはじめる減塩ごはん



栄養ドリンクとエナジードリンク今月は…

　皆さんは栄養ドリンクとエナジードリンクを飲んだことはありますよね。どんな時に飲む
のが良いのか、それぞれにどんな効果があるのか知っていますか？

　ちなみにスポーツドリンクは肉体疲労時のリフレッシュという意味ではエナジードリンク
に近いですが、汗により体から出るミネラルや水分を補う成分が主に入っています。
　エナジードリンクは砂糖も多いため過剰摂取による糖尿病にも注意が必要です。上手に取
り入れて、日々のコンディションの調整に活用しましょう！

具体的な違いとは…？
栄養ドリンク

・薬事法の医薬品や医薬部外品に分類
・病気に対して治療や予防の効果が期待される
・パッケージには滋養強壮や栄養補給と広告す
ることができる

・タウリンが含まれている
・カフェインの含有量が決められている

エナジ―ドリンク
・食品衛生法の清涼飲料水に分類
・「体に効く！」というような広告は許可されてお
らず、「飲むと元気に」というニュアンスの表記
がされる
・タウリンが含まれていない
・カフェインの含有量は決められていない

★　★　★　★　栄養ドリンク　★　★　★　★
体調不良や疲労困憊の時、体調改善を期待する「薬」と同様の概念で摂取する。

★　★　★　★　エナジードリンク　★　★　★　★
健康だけれど、もっと良いパフォーマンスをしたい時に摂取する。

風邪をひいたとき

リフレッシュしたいとき

疲れを回復させたいとき

眠気を覚ましたいとき

二日酔いを軽減させたいとき

集中したいとき

風邪をひいたとき 疲れを回復させた と疲れ

た ときた とた と 集中したいとき集

過剰摂取による
カフェイン中毒に

注意！



№ 父 母の父 母の祖父 日齢 体重 価　格
1 安 福 久 勝 忠 平 百 合 茂 290 312 911,000
2 安 福 久 白鵬85の3 美 津 照 298 262 823,000
3 勝早桜５ 安 福 久 百 合 茂 319 361 755,000
4 安 福 久 勝 忠 平 第１花国 313 309 740,000
5 福 之 姫 安 福 久 平 茂 勝 292 284 738,000
6 美 国 桜 勝 忠 平 安 福 久 315 357 717,000
7 百合白清２ 安 福 久 勝 忠 平 339 304 712,000
8 百 合 茂 安 福 久 勝 忠 平 334 320 700,000
９ 勝早桜５ 福 之 姫 安 福 久 293 320 684,000
10 美 国 桜 百 合 茂 安 福 久 292 294 674,000

８月生乳生産状況

農 協 名 令和３年度
出荷実績

生産者
戸　数 生産量 前年比

（同月）
令和４年度
累　計

前年比
（累計）

ゆうき青森 56,482.7 88 5,158.5 111.7 26,001.1 112.2

十和田おいらせ 8,406.0 33 679.7 101.4 3,515.5 97.0

八 戸 4,430.1 23 333.4 96.2 1,764.4 90.6

お い ら せ 2,122.9 6 166.6 93.1 861.2 89.0

青森地方酪農 347.7 2 28.6 86.2 129.9 81.3

つがる弘前 329.8 1 26.6 88.6 140.6 108.9

青 森 49.1 1 3.7 70.0 21.1 92.0

計 72,168.3 154 6,397.1 108.7 32,433.8 108.0

細菌数
体細胞数

Ａランク
５万未満

Ｂランク           
5～10万未満

Ｃランク           
10～30万未満

Ｄランク           
30万以上

Ａランク 
20万未満

単価 109.53 108.53 107.53 96.53
戸数 41 2

Ｂランク
20～30万未満

単価 106.53 105.53 104.53 93.53
戸数 19 3

Ｃランク
30～40万未満

単価 105.53 104.53 103.53 92.53
戸数 13 1

Ｄランク
40～50万未満

単価 103.53 102.53 101.53 90.53
戸数 3

Ｅランク
50～80万未満

単価 94.53 93.53 92.53 81.53
戸数 1 3 1

Ｆランク
80万以上

単価 81.53 80.53 79.53 68.53
戸数 1

全　国 R４年８月の受託乳量は589.7千tと前年比99%。飲用向けは前年比98.3%でした。

東　北 R４年８月の受託乳量は41.1千tと前年比で99.9%でした。

青森県 R４年８月の受託乳量は6.4千tと前年比108.1％となった。

当農協 R４年８月の販売乳量は5,158.5tと前年比111.7％の実績
となった。

◎県内の状況 （戸、ｔ、％） ◎全農ランク別乳価 （円／㎏（税抜）、戸）

◎概　況

スモール市場平均価格の推移〔直近10回〕（青森県家畜市場）

令和４年９月和牛市場高価格取引一覧表（青森県家畜市場）
№ 父 母の父 母の祖父 日齢 体重 価　格
1 勝早桜５ 百 合 茂 安 福 久 302 395 997,000
2 勝早桜５ 百 合 茂 安 福 久 297 390 969,000
3 福 之 姫 安 福 久 勝 忠 平 307 386 864,000
4 若 百 合 諒 太 郎 安 福 久 291 337 863,000
5 百 合 茂 安 福 久 勝 忠 平 300 329 862,000
6 福 之 姫 安 福 久 勝 忠 平 275 335 848,000
7 百 合 茂 安 福 久 勝 忠 平 297 357 848,000
8 勝早桜５ 白鵬85の3 安 福 久 273 351 836,000
9 福 之 姫 美津照重 安 福 久 284 360 810,000
10 福 之 姫 安 福 久 忠 富 士 288 304 810,000

１．め　す ２．去　勢

№○印は当農協生産者出荷牛

全農控除金額　送　乳　運　賃　㎏当たり　5.5840円
　　　　　　　Ｃ Ｓ 処 理 料　㎏当たり　　1.70円
　　　　　　　消 費 拡 大 資 金　㎏当たり　　0.52円
　　　　　　　酪 農 振 興 資 金　㎏当たり　　0.22円
　　　　　　　年度末精算資金　㎏当たり　　0.10円
　　　　　　　生 乳 検 査 料　㎏当たり　　0.15円
　　　　　　　斡 旋 乳 事 務 費　㎏当たり　0.0328円
　　　　　　　全国連委託手数料　㎏当たり　0.2502円
　　　　　　　乳製品在庫調整拠出金　㎏当たり　　0.45円
　　　　　　　需給均衡対策拠出金　㎏当たり　0.0460円
補給金単価　　生 産 者 補 給 金　㎏当たり　1.1350円
　　　　　　　集 送 乳 調 整 金　㎏当たり　0.3559円

※戸数については、延べ戸数です。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
開催日 ３月10日 ３月31日 ４月21日 ５月12日 ６月２日 ６月23日 ７月14日 ８月４日 ８月25日 ９月８日
乳　雄 103,027 123,315 106,127 118,867 111,418 116,914 122,486 27,925 8,571 7,281
雑　雄 198,248 201,140 196,872 198,275 169,786 191,146 176,489 161,382 123,865 136,518
雑　雌 147,073 153,400 151,994 150,612 130,341 159,803 153,588 154,468 75,119 66,982
黒　雄 497,750 437,000 387,063 447,425 459,067 404,140 374,400 368,343 326,700 341,880
黒　雌 468,380 455,033 353,467 439,817 424,050 461,780 336,160 372,075 320,375

JAからのお知らせ



等　級　率 階　級　率
Ａ　品 15.4 ５・４Ｌ 21.0
Ｂ　品 42.2 ３Ｌ 17.4
Ｃ　品 29.3 ２Ｌ 21.9
Ｄ　品 8.9 Ｌ 19.4
平 4.3 Ｍ 7.9
計 100.0 Ｓ 6.3

その他 5.9
計 100.0

（階級比率は、Ａ・Ｂ品の比率）
１コンテナ当たり出来高数

1.82箱（10㎏）

等　級　率 階　級　率

Ａ　品 32.5 ２Ｌ 6.5

Ｂ　品 46.8 Ｌ 62.0

Ｃ　品 17.6 Ｍ 23.9

その他 3.1 Ｓ 4.5

計 100.0 その他 3.1

計 100.0 

１コンテナ当たり出来高数
20.1㎏

年共計野菜の販売および洗浄選果状況

品目名 販　　売　　状　　況 洗浄選果状況 製品発生割合（％）

な
が
い
も

　本県産・北海道産の販売。
　本県産および北海道産の入荷量は多くないものの、品
質劣化から引き合いは弱く、価格は弱含みで推移した。
　今後についても、流通量は多くないものの品質劣化が
懸念され荷動きは鈍い状況が予想されることから、価格
は弱含みで推移する見込み。

・令和３年産入庫数量
468,875

・洗浄選果数量
408,556

・未選果数量
60,319

　単位：コンテナ
　　（20㎏）換算数

＊春掘４月下旬
　入庫分洗浄選果中

に
ん
に
く

　本県産乾燥品は、他農作業の関係で、出荷量が減少傾
向となったことから、市場在庫は徐々に整理され、価格
は底上げとなっている。
　今後も引続き、出荷量の少ない状況が続く見込みのた
め、引き合いは強まり、価格は強含み推移となる見通し。

・調製品入庫数量
7,864

・選果数量
5,936

・未選果数量
1,928

〔単位：コンテナ〕

等階級 ４Ｌ ３Ｌ ２Ｌ Ｌ

Ａ　品 3,200～ 3,200～ 3,400～ 3,400～

Ｂ　品 3,000～ 3,000～ 3,200～ 3,200～

Ｃ　品 2,500～ 2,300～

（相場） 単位：円／箱（10㎏）

年共計野菜の販売および洗浄選果状況
令和４年９月27日現在

等階級 ２Ｌ Ｌ Ｍ

Ａ　品 1,500～ 1,500～ 1,400～

Ｂ　品 1,300～ 1,300～ 1,200～

（相場） 単位：円／㎏

Information



～大根～

https://www.ja-yuukiaomori.or.jp/
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正組合員 准組合員 合　計

本　所 711（－１） 328（－２）1,039（－３）

六ヶ所 402（±０） 168（±０） 570（±０）

天間林 1,022（－３） 140（－１）1,162（－４）

野辺地 219（±０） 173（－１） 392（－１）

らくのう 219（－１） 66（＋１） 285（±０）

合　計 2,573（－５） 875（－３）3,448（－８）
（　）内は先月比

　10月に入り、稲刈りやごぼう
の収穫作業が行われていたり、

木から落ちた栗が道路に落ちていた
り、、、季節はすっかり秋になりました
ね。稲刈りが始まるとカメムシが出
没してきて、カメムシが多い年だと家
の裏にある電柱にびっしりと張り付
いていて気付いたころには家の中に
侵入してきています　　　　そんな
時にはこのス
プレー！！天
井をブンブン
飛んでいる時
にはこのスプ
レーを吹きか
ければ効果絶
大です
　徐々に日も
短くなり、夕
暮れ時の農作業は事故等に気を付けて
頑張りましょう

編集
後記

《材料／２人分》
・大根…1/3本
・醤油…大さじ2

・塩…適量
・片栗粉…適量

《作り方》
①大根の皮をむき、お好みの大きさに切る。

②醤油、塩を合わせ、切った大根に下味をつける。

③下味をつけた大根の水気をキッチンペーパーで取り、
片栗粉を全体にまぶす。

④170℃に熱した油で揚げる。

⑤お好みで塩、胡椒をかけて完成。

カレー粉で下味を付けてもスパイシーで美味しいです🍛ぜひお試しください！

江

林
はやし

　　亜
あ み

美 （10月１日付採用）配 属 先　　本所　販売課生 年 月 日　　平成11年９月22日住 所　　東北町最 終 学 歴　　埼玉女子短期大学趣味・特技　　好きな音楽を聴くこと抱 負　　一生懸命頑張ります。　　　　　　　これからよろしくお願いします。

　めんこ自慢へ掲載希望の方を募集しております。掲載され
た際には景品等のプレゼントがございます。
　ご希望の方は本所総務企画課へ御一報、またはＬＡ・専任
信用渉外担当が訪問の際に、一言よろしくお願いします。


